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第 35 回 歴史地震研究会 総会資料 

日時：2018 年 9 月 24 日（月）11:00～12:00 

場所：J:COM ホルトホール大分 3 階会議室 

総 会 次 第 

開会 

定足数確認、会長挨拶 

議長選出 

第一号議案 2017 年度事業報告および決算報告 

幹事会から 2017 年度事業報告および決算報告を説明し、承認を求めます。 

監査役から会計監査報告について説明があります。 

第二号議案 会長選出 

幹事会に届け出があった立候補者について説明します。会長の選出を求めます。 

第三号議案 監査役選出 

幹事会に届け出があった推薦について説明します。監査役の選出を求めます。 

2018 年度会長挨拶、2018 年度役員指名 

 

第四号議案 会則の改正 

  事務所所在地の住居表示変更を反映させるための会則改正を提案し、承認を求めま

す。 

第五号議案 2018 年度事業計画および予算案 

幹事会から 2018 年度事業計画および予算案を提案し、承認を求めます。 

議長解任 

閉会 
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第一号議案 2017 年度事業報告および決算報告 

１．2017 年度事業報告 

2017 年度（2017 年 9 月～2018 年 7 月）は、以下の事業を行った。 

(1) 研究成果発表会および講演会 

① 歴史地震研究会（つくば大会）の開催 

以下の通り、第34回歴史地震研究会（つくば大会）を開催した。 

主催：歴史地震研究会 

会場：つくばイノベーションプラザ大会議室（茨城県つくば市） 

日程：2017 年 9 月 15 日（金）～17 日（日） 

15 日：研究発表会・懇親会  

16 日：研究発表会・総会 

17 日：見学会（巡検） 

参加者は会員 84 名、非会員 26 名の計 110 名だった。発表数は口頭 38 件、ポスター16 件。懇親会

の参加者は 48 名、巡検参加者は 33 名だった。 

② 共催・後援など 

他の学協会が主催する以下の 1 件の行事を後援した。 

・第 8 回震災予防講演会「過去の大震災の復興から学ぶ地震防災」 

2018 年 2 月 9 日（金）、 場所：パシフィコ横浜（横浜市） 

主催：日本地震工学会、 後援：歴史地震研究会を含む 7 団体 

 

③ 歴史地震研究会（大分大会）の開催準備 

以下の第35回歴史地震研究会（大分大会）の開催に向けて準備をした。 

主催：歴史地震研究会 

会場： J:COM ホルトホール大分（大分県大分市） 

日程：2018 年 9 月 22 日（土）～25 日（火） 

22 日：公開講演会 

23 日：研究発表会・懇親会  

24 日：研究発表会・総会 

25 日：見学会（巡検） 

研究発表会には発表申込みが 58 件あり、口頭 40 件とポスター18 件からなるプログラムを編成し

た。 

(2) 会誌の刊行 

2018年7月末日に『歴史地震』第33号を発行した。論説11編、資料6編、報告6編、講演要旨40編、

研究会記事1編を掲載し、総頁数は299ページ（本文290ページ、口絵等9ページ）であった。 
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発行部数は450部。発行時の会員（長期会費未納会員を除く）291名および無償送付先（大学・公

立図書館等）125箇所に送付した。 

(3) 広報活動 

迅速な情報提供のため、以下の活動を行った 

①  歴史地震研究会ホームページ 

新たに歴史地震研究会の独自ドメイン(histeq.jp)を取得し、研究会独自のホームページを立ち上げ、

これまで静岡大学に間借りしていたサイトからすべてのファイルを移設した。 

2017 年度中の主な更新内容は、『歴史地震』32 号（2017）の PDF 版、総会と幹事会議事録の掲

載、第 35 回歴史地震研究会（大分大会）の案内、歴史地震研究会が後援する行事のおしらせの掲

載である。 

② メーリングリスト 

会員連絡用メーリングリスト（mem_hes@histeq.jp）を新設し、会員向けにお知らせを送る仕組みを

整備した。また会員以外にも開かれた歴史地震についての情報交換メーリングリスト musha の運

営・管理を行った。 

③ 大会の周知 

大会への発表募集・会場等の案内や公開シンポジウムについて、日本地震学会・日本活断層学会・

日本第四紀学会・日本地質学会・史学会・日本史研究会・地方史研究協議会等へニュースレター・

メーリングリスト・ホームページ掲載および掲示を通して告知を行った。 

(4) その他 

① 総会 

2017 年 9 月 16 日（土）に総会が招集された。総会参加者は 58 名であった。総会議事録は、ホー

ムページに掲載するとともに、会誌『歴史地震』33 号に収録した。 

②  幹事会 

今年度は、以下の 3 回の幹事会を行い、歴史地震研究会の運営・事業について議論した。監査役

には幹事会への出席を求め、適切な審議が行えるように努めた。幹事会の議事録をホームページに

掲載するとともに、会誌『歴史地震』33 号にも収録して会員に審議内容を伝えた。 

2017 年 9 月 6 日（2017 年度第 1 回歴史地震研究会幹事会） 

2017 年 11 月 20 日（2017 年度第 2 回歴史地震研究会幹事会） 

2018 年 4 月 9 日（2017 年度第 3 回歴史地震研究会幹事会） 
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２. 2017 年度決算報告 

2017 年度（2017 年 9 月～2018 年 7 月）の決算は次表のとおり。 

 

第二号議案 会長選出 

歴史地震研究会会則第 16 条第 1 項および付則第 2 条に基づき、幹事会の推薦を得て、現会長で

ある松浦律子氏から歴史地震研究会会長に立候補の届け出があった。 

第三号議案 監査役選出 

歴史地震研究会会則第 16 条第 3 項および付則第 3 条に基づき、幹事会として現監査役である  

中村操氏および植竹富一氏を次期の監査役に推薦するとの届け出があった。 



 5 

第四号議案 会則の改正 

本部所在地の住所表記変更に伴い、歴史地震研究会会則第 4 条を次のように改める。 

（旧）本会は，事務所を東京都千代田区猿楽町 1-5-18 公益財団法人地震予知総合研究振興会に置く． 

（新）本会は，事務所を東京都千代田区神田猿楽町 1-5-18 公益財団法人地震予知総合研究振興会に置く． 

第五号議案 2018 年度事業計画および予算案 

１． 2018 年度事業計画案 

2018 年度（2018 年 8 月～2019 年 7 月）は、以下の事業を行う計画である。 

(1) 研究成果発表会および講演会 

① 第35回歴史地震研究会（大分大会）の開催 

以下の第35回歴史地震研究会（大分大会）を開催中である。 

主催：歴史地震研究会 

会場： J:COM ホルトホール大分（大分県大分市） 

日程：2018 年 9 月 22 日（土）～25 日（火） 

22 日：公開講演会 

23 日：研究発表会・懇親会  

24 日：研究発表会・総会 

25 日：見学会（巡検） 

② 第 36 回歴史地震研究会の開催準備 

以下の要領で第 36 回歴史地震研究会を開催するために必要な準備を行う。 

会場：徳島県徳島市・徳島大学地域連携プラザ 

日程：2019 年 9 月 21 日（土）～23 日（月） 

研究発表会、公開講演会、総会、巡検 

③  第 37 回歴史地震研究会の開催準備 

第 37 回歴史地震研究会を開催するための候補地選定および日程調整などの準備を行う。 

(2) 会誌の刊行 

会誌『歴史地震』第 34 号を 2019 年 7 月末頃に発行する。このため、第 35 回歴史地震研究会で

の発表に基づく論文とその他の記事を募集し、編集規定に沿って編集作業を行う。 

(3) 広報活動 

迅速な情報提供のため、歴史地震研究会ホームページと連絡用メーリングリストの運営・管理を

行う。また、メーリングリスト musha についても運営・管理を行う。 
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(4) 歴史地震研究に関する業績の表彰 

歴史地震研究会功績賞の授賞対象者を選考する。 

(5) その他 

上述の各項に関して、適切な審議を行うため、2018 年 9 月 24 日（月）の総会および監査役を招

いた年間 5 回程度の幹事会を開催する。 

２． 2018 年度予算案 

2018 年度（2018 年 9 月～2019 年 7 月）の予算案は次表のとおり。 
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説明資料 

(1) 2017 年度会計監査報告書 
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(2) 2017 年度決算報告の補足説明 

① 会員数について 

2017 年 9 月 16 日現在（前回総会時）の会員数は 309 名であった。2018 年 8 月 1 日までに新規入

会者 9 名、退会者 8 名の増減があり、会員数は 310 名となった。 

■新規入会者： 

原田 怜 深沢晋司 岡田浩二 柴山将一 山田昌樹 

榎原雅治 山田隆二 上椙英之 高山正久 

           以上 9 名 

        （敬称略、入会順） 

■退会者： 

西田潤一 高橋恭平 長瀬聡  木呂子豊彦 上月康則 

白石健一 新井健司 高橋智幸 

         以上 8 名 

        （敬称略、退会順） 
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③  つくば大会（2017 年 9 月開催）の収支について 

 


